
はるつげ荘を再開して、この４月で丸３年になります。皆様
の温かいご支援とご協力のおかげを持ちまして、順調に子ども
たちの支援を行っております。お預かりしたお子さんも昨年同
様１８人と増え、子どもたちは日々職員やボランティアの方々
の心の込もった食事を堪能し、勉強に生活スキルの獲得にと充
実した毎日を送っております。

この１月に、千葉県児童福祉施設協議会の就職説明会に参加
するという機会をいただきました。私が子どもシェルターに
ついて説明したところ、多くの学生さんが関心を持ってくださ
り、はるつげ荘の説明ブースに多くの方が参加してくださいま
した。児童福祉の勉強をしていらっしゃる学生さんにも「子
どもシェルター」の知名度は必ずしも高くなく、「初めて聞い
た！」という方がほとんどでした。もっと多くの人に知ってい
ただく努力をしなければと改めて思いました。

その際、児童養護施設の方から、「『さくらの親子丼２』を見
ています」と話しかけられました。実はこのテレビドラマをは
るつげ荘の子どもたちが見て、「うちとは違う。はるつげに取
材に来れば良いのに」と言ってくれたと職員から聞きました。
全国の子どもシェルターには、自立援助ホームの色合いが濃い
ところと一時保護所の色合いが濃いところがあります。はるつ
げ荘は携帯電話も持てないし、外出も一人ではできません。そ
んな制限の多いはつるげ荘をモデルにしたドラマがあったら

良いのにという子どもたちの評価はとてもうれしいものでし
た。

彼女たちが「はるつげ荘」に繋がったのは色々な偶然の産物
です。野田市の１０歳の女の子のニュースに接して、同じ県で
同じく虐待された子どもたちに関わる者として、悔しさと怒り
にどうにかなりそうな思いをすべての関係者が抱えています。
あの子がうちに繋がってくれていたら、彼女の命を助けられた
だろうか、と思ったのは私だけではないはずです。

「はるつげ荘」にいる子どもたちの命や暮らしをどう守るの
かは、私たちにとって最重要課題です。「命を守る」という、ひ
とりひとりの関係者の覚悟だけでどうにかなるような問題で
はありません。各機関が条例を含めた必要な法令を熟知する
こと、相互の機関が必要な情報を適切に共有すること、そして
危機的な場合にどのように子どもの命や暮らしを守るのかを
常にシュミレーションをすることなど、組織的な対応が不可欠
です。

「はるつげ荘」に関わった子どもたちだけではなく、虐待さ
れた子どもの命や暮らしを守るために、私たちができること、
すべきことを私たちも改めて考えていきたいと思います。その
ためのご支援・ご協力を引き続きよろしくお願いいたします。

理事長・後藤 弘子
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理 事 長 よ り ご あ い さ つ
〜 子 ど も の 命 を 守 る た め に 〜



今年も何人もの少女がはるつげ荘を訪れました。今年度の
特徴としては、現役の高校生が多く入所してきたことがあげら
れます。

少女たちは、はるつげ荘でゆったりと過ごしながらも、やは
り「学校に戻りたい」という気持ちを持ち続け、焦りを見せたり
不安定になったりします。

はるつげ荘では、毎日、学習の時間を設け、週２回から３回は
学習ボランティア（学校の先生をされていた方）から数学・英
語・国語などを教えていただいています。また、定期試験や学
校の課題なども受けられるよう配慮しているのですが、どうし
ても学習が遅れてしまったり、進路変更を余儀なくされる子も
いました。少女たちが安心・安全な生活を手に入れることは
絶対ではあるのですが、生活を見守る私たちは無力さを感じる
時があります。

はるつげ荘でできることはなんだろう？　と大人たちも自
問自答するのですが、ある大学の先生から聞いた「知識は自分
を助けてくれる」の言葉をヒントに「はるつげ荘でできること
をしていきましょう」ということに毎回落ち着くのでありま
す。

はるつげ荘でできることは限られていますが、一緒に新聞を
読む、少し頭を使うパズルを笑いながらする、人生ゲームを楽
しむ、編みものをする、お料理やお菓子作りをする、お喋りをす
る、読書をするなどなど、時間が有るからこそできる、安心・安
全な環境だからこそ学ぶことのできる知識や経験を高めてい
けたらと思っています。

はるつげ荘に入所する子の大半は、バランスの良い食事を経
験していません。はるつげ荘では、必ず「食べたいものはありま
すか？」と聞き、子どもたちが食べたいというものを作るよう
心がけ、朝昼晩の３食、主食・副菜・汁物・ご飯などとバラン
スの良い食事を作っています。

スタッフとボランティアさんの腕の見せどころでもありま
す。人はお腹が満たされると、心も満たされてきます。大切に
されていることを感じてもらえるよう「食」を大切にしていま
す。

また、はるつげ荘では、季節感も大切にしています。行事や
ホームパーティーの経験が乏しいお子さんも多いので、私たち
は季節毎の行事を子どもたちと一緒に企画し、温かく楽しく過
ごせるように心がけています。

施設長

【ひな祭り】
はるつげ荘では、女の子の節句ということ

でお料理の意味、作り方を子どもたちと話し
ながら、みんなで作りました。ちらし寿司を
初めて食べた子もいました。「あなたは大切
な存在だよ」という想いを込めて。

【ハロウィン】
かぼちゃをたくさんいただきました。食

べる前にハロウィンまでの間、顔を作って飾
りました。部屋中に飾り付けをし、手作り衣
装で仮装したハロウィンパーティーは大盛
り上がりでした。

【クリスマス】
今年のクリスマスパーティーはスイーツ

バイキング。クリスマスパーティーに向け
て、ひとりひとりがそれぞれ好きなスイーツ
を作りました。はるつげ荘での生活では、お
菓子作りも楽しい時間のひとつです。お菓
子を作ったことのない子も、ホットケーキ、

クッキーなどの簡単なものからチャレンジして積み重ねて来た成果が、
クリスマスに発揮されました。想像以上の出来に歓喜の声が上がります。

「すごい！」「美味しい！」「上手！」と集まった人たちは大絶賛！　手作り
のケーキがクリスマスパーティーを素敵に盛り上げてくれました。

【お正月】
元旦の朝、はるつげ荘ではおせちをいただ

きます。「食べたことない」という子が必ず
います。苦手な子もいます。私たちが暮ら
す社会の文化を知ることは大切なことだと
思いますので、はるつげ荘では、おせちに込
められた願いを伝えながら美味しくおせち

をいただき、新年のお祝いをしています。

【番外編】
折り紙セラピーの先生にお越しいただき、

色々な折り紙を教わりました。大人も子ど
もも、皆、童心に帰って折り紙を楽しみまし
た。色とりどりの作品に心も躍ります♪
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はるつげ荘通信

はるつげ荘で大切にしたいこと 〜食・季節〜

施設長からはるつげ
0 0 0 0

報告

はるつげ荘でできることはなんだろう？



平成３１年１月２６日、はるつげ荘のボランティアさんを
対象にボランティア継続研修を実施しました。

今年は、笑幸力開発舎Smile Laboの國友幸恵先生をお迎え
し、『褒める』に必要な要素の学習と「褒め言葉トランプカー
ド」による体験学習を行いました。

無言の承認の大切さ、褒めることが習慣化され、褒める語彙
を充分に持っていないと、いざ褒めよう！　と思ってもなか
なか難しいことなどを分かりやすく教えていただきました。
そして、実際に「褒め言葉トランプカード」を使ってみると、会
場は大盛り上がり。あちこちから笑い声が聞こえ、会場の皆さ
んが、褒めること、褒められることの心地良さを体験すること
ができました。研修後は、受講前よりも参加者の心の充実感が
アップしたとの声が多く、私たちは、褒められるだけではなく、

「褒める」ことによっても心のエネルギーがアップするのだと
感じました。

今後、はるつげ荘でも、「褒め言葉トランプカード」を活用
し、褒めること、褒められることの心地良さを子どもたちにも
伝えていきたいと思います。

※褒め言葉トランプカードにご興味のある方は是非こちらもご覧くだ
さい。

http://homekotoba.jp/

E-mail: echoryoku@gmail.com

Website: https://echoryoku.com/

私は、初めて子ども担当弁護士（通称「コタン」と言います。）
になる機会をいただきましたので、コタンとしての活動内容や
感想をお伝えしたいと思います。

◆活動内容

私が担当したのは、自立援助ホームへ入所するか、家庭復帰
するかの二択を迫られているケースでした。選択の期限は、入
所から長くても１ヶ月程度しかなく、タイトなスケジュールの
中で活動を行うこととなりました。

そのため、児童相談所と密に連絡を取り、方向性についての
打ち合わせを行いました。また、子どもの意向が処遇に最大限
反映されるよう務めることがコタンの役割であると考え、少な
くとも週に１回は子どもと面談し、子どもとコミュニケーショ
ンを充分に取り、意向をよく確認しました。

その上で、児童相談所においてご家族とも面談を行い、方針
を決めました。

◆感想

私は、コタンを担当するのが初めてであり、また、スケジュー
ルがタイトなケースだったため、何もかも手探りの中でのコタ
ン業務でした。

それでも、何とかやり遂げることができたのは、コタン支援
会議で専門家の方々からアドバイスを受けられたことが大き
いと考えています。業務の方向性について、気軽に相談できる
環境が整っていることは、とても心強く感じました。

また、人生の岐路に立たされた子どもを支援することは、子
どもの成長を実感することができる体験であり、さらに、自分
自身、子どもから活力をもらうことができ、とても充実した経
験でした。

弁護士・大月功亮
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ボランティア継続研修
「︎褒め言葉トランプカード研修」

初めて子ども担当弁護士になって

▲褒め言葉トランプカード ▲國友幸恵先生

日本褒め言葉カード協会

笑幸力開発舎 Smile Labo　國友幸恵
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平成３０年１０月２０～２１日、２０１８年度子どもシェルター全国
ネットワーク会議 in 東京に参加させていただきました。

今年も、全国各地の子どもシェルターにおいて、子どもの支援をしてい
る方が集い、子どもシェルター運営の現状や今後の課題などについて、議
論がなされました。

今回の会議で特に話題にあがった事柄は、「施設の運営にかかる費用」
に関することでした。どの施設も、行政からの委託費だけでは、子どもの
支援に十分な人件費などを賄うことができないため、既定の職員配置基
準自体を改正させるよう行政に対して働きかけを行うべきではないかな
どの意見があがっておりました。

この点について、子どもシェルターの運営に携わらせていただく一員と
して、常々感じていることがあります。それは、このような施設において
は、職員の確保及びそれに伴う人件費の確保は、子どもの支援にも直結す
る極めて重要な事柄であるということです。職員の安定や心身の健康な
くして、安定かつ充実した支援は実現しえないと思います。しかしながら、
現在の国の基準では、充分な職員を安定して確保・維持するだけの委託費
が入りません。

それだけに、当センターにご寄付いただいている方々や会員の皆様に
は、シェルターの土台を支えていただいていると感じ、改めて感謝の気持
ちが湧いてまいりました。この場をお借りして深く御礼申し上げます。

また、会議の後は、東京にある子どもシェルター「社会福祉法人カリヨ
ン子どもセンター」の施設を見学させていただきました。他の施設を見学
させていただくことで、「はるつげ荘」の強み、課題に気づくことができま
した。当施設の強みはより一層伸ばし、課題はクリアできるように理事・
職員ともに今後も取り組んで参りたいと思います。

今後も、皆様とともに、千葉の子どもを守るため、より一層努めて参りま
す。引き続きよろしくお願い申し上げます。

理事・村山直

２０１８年度子どもシェルター全国ネットワーク会議 in 東京

今年は千葉でお子さんが亡くな
る痛ましい事件がありました。

何か起こった時に、個人や行政機
関などを後から批判するのは簡単
です。

しかし、批判を超えて、「もし自
分が同じ状況に置かれたら常に社
会から正しいと評価されることを
できるだろうか」という謙虚な気
持ちを持つことが大事だと思いま
す。その上で、今後どうすれば良い
のか、自分には何ができるのかを考
えていかなければ、誰にも寄り添え
ず、一時的な批判だけで終わってし
まうように感じます。

今回もたくさんの写真ではるつ

げ荘の様子をご紹介しました。季
節感溢れる食卓からその場の温か
い雰囲気が伝わってきます。

ボランティア研修の「誉め言葉ト
ランプカード」、子育てや職場でも
活用できそうですね。

今年度はニュースレターの発行
が遅くなり、大変申し訳ありません
でした。

多くの皆様のご支援・ご協力に、
帆希の活動は支えられています。
今後ともご支援・ご協力よろしく
お願い申し上げます。　

弁護士・村上 真奈

編 集 後 記寄付・ボランティア募集
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　　　学習ボランティア 秋山良さん

学習支援を始めて３か月が経ったころ…。スタッフさん
との会話の中で、私の趣味である「茶道」の体験をすること
となりました。伝統文化とはいえ、非日常の「茶道」がはた
して１０代の彼女たちに受け入れられるか、正直心配でし
た。

まずは、正座しての挨拶から始まり、お菓子の作法、茶道
具を扱い、お薄のお手前に進む。月に１、２度の体験ですが、

稽古の日には、協力しながら道具の準備をすすめ、気がつく
と自ら長い髪を束ね、白っぽい靴下に履き替えている子も
いました。また、ある時、『浴衣を着たい』と希望する子がい
て、実際に浴衣を着た時には、苦手な正座を我慢して、最後
までお手前をしました。そして、スタッフさんに『写真撮っ
て』と頼んでいました。

和菓子とお抹茶を口にする至福の時、彼女たちは学習の
時とは違うあどけない一面を見せてくれます。そんな彼女
たちと出会えた私は、茶道での『一期一会』の心で今後も接
していきたいと思います。

日頃、ボランティアで帆希の活動を支えてくださっている方々の声をご紹介いたします！


